
◆ ウレタン樹脂の注入間隔を１ｍおきにしている考え方 ◆

【 硬質発泡ウレタンとは 】
Ａ液（ポリオール液）とＢ液（イソシアネート液）の

液体 → クリーム状態 → ゲル状態 →  固体 

２液が、短時間で、

と化学反応により状態を変えながら形成される樹脂です。

地盤に注入された樹脂は、この反応を行いながら、半径 1 ～ 1.5m位の影響範囲で広がります。

コンクリート床が沈下し、更に、床下に空隙が見られるケース

※ イメージイラスト
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レベルが修正され、
更に空隙も 100%充填される。
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空隙が
100％充填
されている。
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